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■ 特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅱ【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 老い物語【近現代絵画・彫刻】

■ 優品選【近現代工芸】

  企画展Topics　いしかわのおもてなし

  12月の企画展示室

  展覧会回顧　美術館創設60年のあゆみ

  12月の行事予定

  アラカルト ただいま展示中

重要美術品《色絵畦道図角皿　古九谷》個人蔵

ー「古九谷と加賀蒔絵の至宝」よりー

田口善国《日蝕蒔絵飾箱》東京国立近代美術館蔵

ー「漆・木・竹工芸のみかた」よりー

特別陳列 古九谷と加賀蒔絵の至宝－百万石大名の自負－

東京国立近代美術館工芸館名品展 漆・木・竹工芸のみかた
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東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
は
、
二
〇
二
〇
年
を
目
標
に
、
石
川
県
金
沢
市

へ
移
転
し
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
工
芸
館
が
こ
れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
近
現
代

の
工
芸
作
品
か
ら
、
本
年
度
は
、
漆
工
・
木
工
・
竹
工
分
野
の
作
品
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

工
芸
分
野
で
、「
素
材
」
や
「
技
法
」
は
、
大
切
な
造
形
要
素
で
す
。
作
品
を
前
に

す
る
と
、
そ
れ
ら
を
よ
く
見
よ
う
と
、
視
線
は
全
体
か
ら
細
部
へ
集
中
し
て
い
き

ま
す
。
す
る
と
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
小
さ
な
工
夫
に
気
づ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
細
部
だ
け
で
な
く
作
品
全
体
を
見
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
作
品
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
部
分
的
な
要
素
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
点
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
①
近
づ
い
て
み
る
・
②
遠
ざ
か
っ
て
み
る
・
③
他
の
作
品
と

比
べ
て
み
る
と
い
う
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま

で
隠
れ
て
い
た
、
作
品
の
新
た
な
魅
力
を
、
発
見
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
／
十
一
月
二
十
二
日
（
金
）
十
時
〜
十
一
時

担
当
： 
唐
澤
昌
宏
氏
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
長
）

十
二
月
二
十
二
日
（
日
）
十
一
時
〜
十
二
時

担
当
：
成
田　

暢
氏
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
特
定
研
究
員
）

申
込
不
要
・
要
観
覧
券

〈
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
移
転
連
携
事
業
・
関
連
行
事
〉

◆
０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会

日
時
／
十
二
月
七
日
（
土
）
十
四
時
〜　

八
日
（
日
）
十
時
〜

会
場
／
石
川
県
立
美
術
館

※
詳
細
は
七
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
企
画
展
「
絵
付
け
の
魅
力
」

会
期
／
十
一
月
一
日
（
金
）
〜
十
二
月
十
五
日
（
日
）

会
場
／
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館

◆
「
人
間
国
宝
を
中
心
に
・
陶
磁
器
の
美
と
技
」

会
期
／
十
二
月
十
四
日
（
土
）
〜
二
月
十
一
日
（
火
・
祝
）

会
場
／
石
川
県
七
尾
美
術
館

◆ 

特
別
展
「
京
都
の
工
芸　

近
代
か
ら
現
代
ま
で
〜

京
都
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
品
を
中
心
に
〜
」

会
期
／
十
一
月
一
日
（
金
）
〜
十
二
月
十
五
日
（
日
）

会
場
／
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

【
入
館
料
割
引
に
つ
い
て
】

十
一
月
二
十
二
日
（
金
）
〜
十
二
月
十
五
日
（
日
）
の
期
間
中
、
次
の
対
象
施
設

で
は
、
他
の
対
象
施
設
の
観
覧
券
の
半
券
を
提
示
す
る
と
、
鑑
賞
当
日
の
み
観

覧
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

対
象
施
設
： 

石
川
県
立
美
術
館
・
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
石
川
県
立
伝
統

産
業
工
芸
館
・
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館

佐治賢使《都会》

栗本夏樹《秀吉の陣羽織》

藤沼昇《根曲竹花籃 春潮》

池田巌《黒金入花入》

第5展示室

東京国立近代美術館工芸館名品展 漆・木・竹工芸のみかた

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

主催：「東京国立近代美術館工芸館名品展」等実行委員会、石川県、金沢市、東京国立近代美術館

後援：文化庁、北國新聞社

以上はすべて東京国立近代美術館蔵
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重要文化財《秋野蒔絵硯箱》五十嵐道甫　個人蔵

九谷A 遺跡出土　色絵陶磁片

（財）石川県埋蔵文化財センター蔵

第2展示室

特別陳列 古九谷と加賀蒔絵の至宝 －百万石大名の自負－

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

本
展
は
、
国
立
工
芸
館
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
）

移
転
に
関
連
し
た
「
時
代
で
巡
る
い
し
か
わ
の
工
芸
展
」
の

一
環
と
し
て
、
十
七
世
紀
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
こ
と
を
趣

旨
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
日
、
石
川
県
が
名
実
と
も
に
「
工
芸

王
国
」
と
な
っ
た
の
は
、
加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
文
化
政
策
が

明
治
時
代
以
降
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。
前
田
家
の
文
化
政
策
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
“
百
万
石

の
財
力
に
あ
か
せ
た
”
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
、
ま
た
文
化

に
財
力
を
投
入
す
る
こ
と
で
、“
前
田
家
は
幕
府
の
警
戒
心
を

和
ら
げ
た
”
と
の
解
釈
も
根
強
く
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、「
百
万
石
大
名
の
自
負
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
と
し
ま
し
た
。
前
田
家
が
文
化
に
注
力
し
て
も
、
幕
府
は
前

田
家
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
、
幕
末
に
至
る
ま
で
徳
川
家

と
の
婚
姻
関
係
が
継
続
し
て
い
た
事
実
が
示
し
て
い
る
と
お

り
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
前
田
家
の
文
化
政
策
は
“
守
り
”
で
は

な
く
“
攻
め
”
の
姿
勢
で
あ
り
、
幕
府
に
対
す
る
主
体
性
の
積

極
的
表
明
で
し
た
。「
古
九
谷
と
加
賀
蒔
絵
」
が
、
日
本
の
工
芸

史
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
独
自
の
様
式
を
展
開
し
て
い
る
の
も

こ
う
し
た
姿
勢
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
書
跡
・
典
籍
類
の

収
集
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
飽
く
な
き
美
の
追
求
が
、
工
芸
の

ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
見
事
に
結
実
し
て
い
ま
す
。

「
漆
聖
」
と
う
た
わ
れ
た
松
田
権
六
は
、
人
、
物
、
自
然
に
学

ぶ
こ
と
を
終
生
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
優
品
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、“
身
も
心
も
啓
発
さ
れ

る
ほ
ど
に
至
っ
て
こ
そ
、
無
言
の
作
品
か
ら
雄
弁
き
わ
ま
り

な
い
光
明
の
教
え
を
温
か
く
授
け
ら
れ
る
”
と
重
視
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
松
田
の
哲
学
も
、
加
賀
の
文
化
風
土
が
醸
成
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
今
回
再
認
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
展
に
は
、
九
谷
古
窯
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
白
磁
鉢
と
、
九
谷
A
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
色
絵
陶
磁
片
も
展
示
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
発
掘
さ
れ
た
資
料
は
、
い
ず
れ
も
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
現
実
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
九
谷
古
窯
で
生
産
さ
れ
、
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
こ
れ
以
上
の
技
術

的
・
美
的
完
成
度
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
当
館
が
所
蔵
す
る
古
九
谷
の
優
品
も
当
然
そ
の
中
に
含
ま

れ
ま
す
。
今
回
展
示
さ
れ
る
資
料
を
と
お
し
て
、
九
谷
で
は
極
め
て
高
度
な
色
絵
素
地
を
生
産
す
る
技
術
と
、
色
絵
、
青

手
い
ず
れ
の
様
式
も
こ
な
す
上
絵
付
の
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、
有
田
で
発
掘
さ
れ
た

色
絵
陶
磁
片
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
七
日
の
土
曜
講
座
で
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学芸員の眼
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前田育徳会尊經閣文庫分館

特別陳列

加賀藩の美術工芸Ⅱ
11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

第3展示室

老い物語
【近現代絵画・彫刻】

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

「
老
い
物
語
」
と
題
し
た
特
集
展
示
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に

ま
つ
わ
る
「
物
語
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
い
く
つ

か
作
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
日
本
画
か
ら
伊
東
深
水
《
酔
燕
台
翁
》
。
モ
デ
ル
の

細
野
燕
台
は
泉
鏡
花
や
徳
田
秋
声
と
同
年
代
で
、
北
大
路
魯

山
人
を
世
に
出
し
た
人
と
し
て
も
有
名
で
す
。
右
手
の
杖
は

燕
台
の
愛
用
で
、
魯
山
人
の
篆
書
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
作

が
描
か
れ
た
最
晩
年
は
、
絶
縁
状
態
に
あ
っ
た
魯
山
人
が
泉

下
の
人
と
な
っ
て
二
年
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
れ
で
も
そ
の

杖
を
離
さ
ず
愛
用
し
た
燕
台
の
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。
作
者

伊
東
深
水
は
毎
朝
三
キ
ロ
も
歩
い
て
、
燕
台
の
陽
明
学
講
義

を
聞
き
に
通
っ
て
い
ま
す
。

彫
刻
の
坂
坦
道
《
か
え
り
舟
》
は
物
語
性
の
つ
よ
い
作
品
で

す
。
埠
頭
に
ひ
と
り
カ
ン
テ
ラ
を
持
ち
、
漁
か
ら
帰
ら
ぬ
舟
を

待
つ
老
婆
の
心
境
が
、
鑑
賞
者
の
胸
に
迫
り
ま
す
。
彼
女
が
待

つ
の
は
長
年
連
れ
添
っ
た
夫
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
息
子

で
し
ょ
う
か
。

油
彩
画
か
ら
は
竹
沢
基
《
亡
き
息
子
を
忍
ぶ
母
親
の
像
》
を

紹
介
し
ま
す
。
竹
沢
基
が
生
涯
に
わ
た
る
テ
ー
マ
と
し
た
の

は
人
物
で
す
。
そ
の
多
く
は
若
い
女
性
が
椅
子
に
腰
か
け
た

も
の
。
あ
え
て
奇
抜
な
ポ
ー
ズ
や
意
図
的
な
シ
ー
ン
の
設
定

は
せ
ず
、
モ
デ
ル
が
持
つ
本
来
の
魅
力
を
ひ
き
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
竹
沢
の
画
業
の
中
で
も
異
彩
を
放

つ
の
が
本
作
で
す
。
昭
和
五
十
三
年
に
イ
ラ
ン
革
命
を
取
材

中
に
殉
職
し
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
子
息
を
想
う
妻
の
姿

を
描
い
て
い
ま
す
。
作
者
は
描
く
こ
と
で
自
ら
も
癒
や
さ
れ

た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

展
示
作
品
か
ら
様
々
な
老
い
の
美
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

今
回
は
、《
小
さ
刀
拵
》
と
《
源
氏
物
語
（
花
散
里
）
》
の
二
点

の
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
小
さ
刀
拵
と
は
、
打

刀
風
の
短
刀
拵
の
様
式
で
あ
り
、
平
常
時
に
武
士
の
身
を
護

る
懐
刀
と
し
て
鎌
倉
時
代
か
ら
数
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

本
作
は
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
の
命
に
よ
り
、
本
阿
弥

光
甫
が
後
藤
祐
乗
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
金
具
を
惜
し
み
な
く

使
用
し
て
制
作
し
た
も
の
で
す
。
七
所
物
（
縁
頭
、
小
柄
、
笄

（
こ
う
が
い
）
、
胴
金
目
貫
、
栗
形
、
折
金
、
鯉
口
鐺
（
こ
じ
り
）

は
、
い
ず
れ
も
金
無
垢
で
、
室
町
時
代
以
来
の
装
剣
金
工
の
名

門
後
藤
家
の
洗
練
さ
れ
た
技
術
と
美
意
識
が
、
黒
漆
・
研
出
鮫

に
よ
く
映
え
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
先
般
新
た
に
発
見
さ
れ
て
話
題
と
な
っ
た
《
源
氏

物
語
》
で
す
。
数
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
の
う
ち
、
藤
原
定

家
が
校
定
し
た
も
の
を
、
表
紙
が
青
表
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
青
表
紙
本
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
定
家
自
身
に
よ

り
書
写
さ
れ
た
も
の
は
「
定
家
自
筆
本
」
と
さ
れ
、
全
五
十
四

帖
の
う
ち
「
花
散
里
」
、「
行
幸
」
、「
柏
木
」
、「
早
蕨
」
の
四
帖
が

重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
こ
の
ほ
ど
「
若
紫
」
が

発
見
さ
れ
、
さ
ら
な
る
出
現
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
前
田
育
徳
会

は
こ
の
う
ち
「
花
散
里
」「
柏
木
」
の
二
帖
を
所
蔵
し
、
今
回
は

「
花
散
里
」
の
一
帖
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
前
田
育
徳
会
所
蔵
の
二
帖
と
も
、
古
く
は
藤
原
定
家

の
自
筆
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
「
花
散
里
」
は
定

家
の
自
筆
で
は
な
く
、「
柏
木
」
も
定
家
自
筆
は
冒
頭
の
ほ
ん

の
数
行
で
、
他
は
定
家
の
子
女
な
ど
の
筆
に
よ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
帖
の
表
紙
中
央
上
部
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
花
ち
る
さ

と
」「
か
し
ハ
木
」
の
外
題
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
外
題
の
筆
者
は

後
柏
原
天
皇
（
一
四
六
四
〜
一
五
二
六
）
で
す
。

重要文化財《小さ刀拵》竹沢基《亡き息子を忍ぶ母親の像》
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企画展Topics

いしかわのおもてなし
－屏風絵などの調度を中心に－

令和2年1月4日（土）～2月11日（火・祝）　会期中無休

第6展示室

優品選
【近現代工芸】

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
幕
開
け
を
、
お
も
て
な
し
の
心

を
表
現
し
た
展
覧
会
で
飾
り
ま
す
。

屏
風
絵
や
掛
幅
を
背
に
調
度
品
を
配
す
る
飾
り
つ
け
は
、

も
て
な
し
の
姿
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。
風
よ
け
や
部
屋
の

間
仕
切
り
と
し
て
発
達
し
た
屏
風
は
、
江
戸
時
代
に
な
る
と

贅
を
尽
く
し
た
金
地
の
き
ら
び
や
か
な
も
の
が
さ
か
ん
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
し
つ
ら
え
ら
れ
る

調
度
と
と
も
に
部
屋
を
飾
り
、
お
も
て
な
し
の
心
を
込
め
て

来
客
を
迎
え
る
場
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

天
皇
や
将
軍
を
迎
え
る
際
に
示
さ
れ
た
、
加
賀
前
田
家
の

時
代
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
こ
そ
石
川
美
術
の
原
点
と
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
武
家
に
限
ら
ず
、
商
家
で
も
屏
風
を

持
つ
こ
と
が
豊
か
さ
の
証
し
と
さ
れ
た
た
め
、
多
く
の
優
品

が
こ
の
地
に
残
さ
れ
、
客
を
迎
え
ま
し
た
。

本
展
で
は
室
町
時
代
に
は
じ
ま
り
、
江
戸
・
明
治
と
続
く
屏

風
を
中
心
と
し
た
絵
画
と
、
工
芸
品
を
取
り
合
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。
ま
た
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
残
さ
れ
た
近
代
の
名
品

も
展
示
し
、
近
代
の
工
芸
品
の
展
示
と
併
せ
国
内
外
か
ら
石

川
を
訪
れ
る
来
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
心
を
表
現
し
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

◆
観
覧
料
（
２
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
観
覧
料
を
含
む
）

一　

般
：
八
〇
〇
（
六
〇
〇
）
円

大
学
生
：
六
〇
〇
（
五
〇
〇
）
円　

高
校
生
以
下
：
無
料

※
（　

）
内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

今
回
、
第
６
展
示
室
で
近
現
代
工
芸
部
門
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

陶
芸
は
初
代
か
ら
三
代
ま
で
の
德
田
八
十
吉
、
吉
田
美
統
、

武
腰
潤
と
い
っ
た
、
主
に
日
本
伝
統
工
芸
展
で
活
躍
す
る
作

家
、
大
樋
陶
冶
斎
（
十
代
大
樋
長
左
衛
門
）
や
武
腰
敏
昭
、
二
代

浅
蔵
五
十
吉
、
北
出
塔
次
郎
な
ど
の
日
展
出
品
作
家
た
ち
の

代
表
作
に
加
え
て
、
明
治
時
代
に
一
世
を
風
靡
し
た
、
九
谷
庄

三
の
大
作
《
色
絵
金
彩
八
仙
人
花
鳥
図
大
花
瓶
》
を
展
示
し
、

近
代
か
ら
現
代
の
名
工
の
わ
ざ
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

金
工
は
、
明
治
時
代
に
鉄
の
板
を
た
た
い
て
成
形
す
る
技

術
が
高
く
評
価
さ
れ
た
、
山
田
宗
美
の
大
作
、
石
川
県
指
定
文

化
財
の
《
鉄
打
出
狛
犬
大
置
物
》
を
は
じ
め
、
金
森
映
井
智
の

象
嵌
花
瓶
、
金
岡
宗
幸
の
鋳
銅
水
指
、
三
代
魚
住
為
楽
の
砂
張

水
指
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

漆
芸
で
は
二
人
の
蒔
絵
の
人
間
国
宝
、
大
場
松
魚
と
寺
井

直
次
、
日
展
を
中
心
に
活
躍
し
た
佐
治
賢
使
、
小
松
芳
光
ら
の

作
品
か
ら
、
漆
芸
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
多
彩
な
表
現

を
紹
介
し
ま
す
。

染
織
作
家
の
作
品
は
、
友
禅
の
人
間
国
宝
・
二
塚
長
生
、
小

紋
染
め
の
坂
口
幸
市
の
着
物
と
、
同
じ
く
友
禅
の
人
間
国
宝
・

木
村
雨
山
の
染
絵
の
大
作
《
牡
丹
》
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
工
芸
と
茶
道
の
か
か
わ
り
を
示
す
展
示
と
し
て
、
裏

千
家
淡
々
斎
好
み
の
氷
見
晃
堂
作
《
桑
造
櫛
形
風
炉
先
》
に
、

銅
鑼
の
人
間
国
宝
・
初
代
魚
住
為
楽
に
よ
る
竹
茶
杓
、
蒔
絵
の

人
間
国
宝
・
松
田
権
六
作
品
の
髹
漆
を
請
け
負
っ
て
い
た
奥

出
寿
泉
の
《
乾
漆
菊
形
茶
入
》
を
取
り
合
わ
せ
ま
す
。

展
示
室
入
口
近
く
の
ケ
ー
ス
に
は
、
石
川
県
加
賀
市
出
身

で
、
截き

り

金か
ね

の
人
間
国
宝
で
あ
っ
た
、
西
出
大
三
の
作
品
を
三
点

展
示
し
ま
す
。

北
陸
ゆ
か
り
の
名
工
た
ち
の
作
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

木村雨山《牡丹》《冨士巻狩図屏風》
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志
賀
町
を
描
く
美
術
展
は
、
志
賀
町
の
四
季
を
通
じ
て
彩

り
を
添
え
る
風
景
・
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
生
ま
れ

て
き
た
伝
統
文
化
や
慣
習
な
ど
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
い
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
志
賀
町
を
よ
り
多
く
の
皆
様
に
P
R

す
る
目
的
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
例
年
、
招
待
作
品
か
ら
一

般
作
品
ま
で
約
一
四
〇
点
の
洋
画
・
日
本
画
・
水
墨
画
・
水
彩

画
な
ど
の
作
品
を
富
来
展
と
金
沢
展
の
二
会
場
で
展
示
し
て

お
り
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／ 

志
賀
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

羽
咋
郡
志
賀
町
高
浜
町
カ
一

－

一

電
話
：
〇
七
六
七

－

三
二

－

二
九
七
〇

丹
羽
俊
夫
会
長
が
石
川
県
を
基
盤
と
し
て
創
立
し
、
今
年

四
十
三
回
展
を
迎
え
ま
す
。

理
事
長
三
宅
厚
史
、
副
理
事
長
今
村
文
男
を
は
じ
め
、
県
内

外
か
ら
の
出
品
を
中
心
に
日
本
画
百
点
余
を
展
観
。
ま
た
「
国

際
公
募

新
院
展
」
に
出
品
さ
れ
た
秀
作
も
多
数
展
示
致
し
ま

す
。

◇
主
な
出
品
者

松
尾
功
一
朗
・
伊
藤
夏
子 
・
中
村
勝
代 
・
大
窪
昭
子

牛
丸
美
代
子 
・
北
川
真
理
子 
・
北
出
朝
之 
・
保
科
誠

柴
田
輝
枝 
・
村
中
博
文 
・
南
好
乃

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
丹
羽
俊
夫　

金
沢
市
窪
一

－

二
二
三

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部
主
催
の
公
募
展

は
、
今
年
も
県
内
の
一
般
写
真
愛
好
家
各
位
の
応
募
を
多
数

頂
き
、
今
回
で
三
十
四
回
を
迎
え
ま
し
た
。
公
募
展
の
第
一
次

審
査
で
は
公
開
審
査
で
入
選
候
補
作
品
を
選
定
し
、
全
候
補

が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
正
式
に
入
選
を
決
め
ま
す
。
さ
ら
に
二

次
審
査
で
は
、
東
京
か
ら
専
門
誌
フ
ォ
ト
コ
ン
編
集
長
を
審

査
員
に
迎
え
、
支
部
対
象
等
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
公
募
展

は
こ
れ
ら
の
作
品
と
今
年
の
二
科
本
展
入
選
作
品
、
石
川
支

部
無
鑑
査
出
品
、
二
科
会
友
出
品
・
審
査
員
二
科
会
会
員
出
品

等
、
お
よ
そ
百
点
の
写
真
展
で
す
。
皆
様
に
ご
高
覧
に
頂
き
、

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
料
／
無
料

◇
連
絡
先
／ 

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
石
川
支
部

支
部
長
・
吉
田
淑
子

電
話
：
〇
七
六
―
二
二
一

－

〇
八
三
三

石
川
独
立
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
県
内
在
住
の
独
立
展
出

品
者
を
中
心
に
D
O
展
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
日
本
的

フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
（
野
獣
派
）
の
流
れ
を
汲
む
独
立
展
は
、
東
京
・

国
立
新
美
術
館
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
八
十
六

回
を
数
え
ま
す
。
自
由
で
個
性
強
烈
な
作
家
を
輩
出
し
て
い

る
事
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

三
十
日
に
は
批
評
会
も
行
い
、
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に

対
す
る
思
い
が
理
解
で
き
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
出
品
予
定
作
家

大
部
雅
子
・
桑
野
幾
子
・
進
地
美
穂
・
田
井
淳
・
南
雲
ま
き

西
又
浩
二
・
堀
一
浩
・
堀
田
正
人
・
伊
藤
裕
貴
・
乙
部
久
子

桜
井
節
子
・
舟
橋
清
・
松
村
裕
之

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
堀
一
浩　

電
話
：
〇
九
〇

－

四
三
二
六
―
五
八
四
九

12月6日（金）～9日（月）　会期中無休

第7・8・9展示室

志賀町を描く美術展金沢展
第31回

12月14日（土）・15日（日）　会期中無休

第8・9展示室

公募日創展＆新院展選抜金沢展
第43回

11月29日（金）～12月3日（火）　会期中無休

第7展示室

二科会写真部石川支部公募展
第34回

11月29日（金）～12月2日（月）　会期中無休

第8・9展示室

第29回独立DO展
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12
月
の
行
事
予
定

「
美
術
館
創
設
六
十
年
の
あ
ゆ
み
」
は
、
昭
和
三
十
四
年
の
石

川
県
美
術
館
（
旧
館
）
の
開
館
か
ら
六
十
周
年
を
記
念
し
た
展
覧

会
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
所
蔵
品
が
ど
の
よ
う
に
収
蔵
さ
れ
、
今
日

の
三
九
一
九
点
と
な
っ
て
い
っ
た
か
を
ご
紹
介
し
、
展
覧
会
の

回
顧
と
し
ま
す
。

金
沢
出
身
の
建
築
家
谷
口
吉
郎
氏
の
設
計
に
な
る
旧
館
は
、

公
立
館
と
し
て
は
神
奈
川
・
東
京
に
次
ぐ
歴
史
を
誇
る
美
術
館

で
し
た
。
開
館
に
先
立
ち
山
川
庄
太
郎
氏
の
国
宝
《
色
絵
雉
香

炉
》
を
は
じ
め
、
重
要
文
化
財
の
《
色
絵
梅
花
図
平
水
指
》
、《
西
湖

図
》
な
ど
今
日
の
所
蔵
品
の
核
と
な
る
作
品
が
寄
附
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
が
開
館
当
初
の
所
蔵
品
で
、
次
い
で
当
時
石
川
県
が

所
蔵
し
て
い
た
美
術
品
が
保
管
換
え
に
よ
っ
て
所
蔵
品
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
古
九
谷
《
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
》
、
久
隅
守

景
の
《
四
季
耕
作
図
》
、
板
谷
波
山
の
《
葆
光
彩
磁
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

文
花
瓶
》
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
三
十
八
年
に
始
ま
る
日
本
伝
統

工
芸
展
金
沢
展
の
開
催
は
、
現
代
の
工
芸
作
品
に
目
を
向
け
る

転
機
と
な
り
、
石
川
県
工
芸
作
家
選
抜
美
術
展
、
伝
統
九
谷
焼
工

芸
展
、
伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
に
お
け
る
優
秀
作
品
の
買
上
な

ど
も
あ
っ
て
工
芸
作
品
が
充
実
し
て
い
き
ま
し
た
。

五
十
年
代
は
全
国
的
に
美
術
館
建
設
の
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
時

代
で
し
た
。
石
川
県
で
も
新
美
術
館
建
設
が
求
め
ら
れ
、
工
芸
だ

け
で
な
く
、
絵
画
・
彫
刻
の
作
家
か
ら
も
支
援
を
得
て
、
開
館
へ

の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
近
現
代
の
日
本
画
・

油
彩
画
・
彫
刻
の
収
集
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。

五
十
八
年
の
新
館
開
館
直
前
に
は
、
建
設
に
大
き
な
力
添
え

を
い
た
だ
い
た
洋
画
家
・
高
光
一
也
氏
か
ら
自
作
百
点
の
大
量

寄
附
が
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
地
元
作
家
か
ら
多
く
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

当
館
の
設
立
趣
旨
に
賛
同
し
て
作
品
を
寄
附
し
て
下
さ
る
な

ど
、
所
蔵
品
の
充
実
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
力
に
よ
り
今

日
の
石
川
県
立
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
開
催
に

あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

展覧会回顧

企画展「美術館創設60年のあゆみ　石川の美術」
会期：8月31日（土）～10月7日（月）

０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会

今
年
も
工
芸
作
品
を
鑑
賞
す
る
「
０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
が
美
術
作
品
を
鑑
賞
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち

も
そ
れ
ぞ
れ
、
作
品
へ
の
好
み
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
興
味
を
持
つ
作
品
へ
の
態
度
は
明
ら

か
に
違
い
ま
す
。
自
分
の
気
に
な
る
作
品
を
前
に
す
る
と
、
じ
っ
と
見
た
り
、
足
や
手
を
バ
タ

バ
タ
さ
せ
た
り
、
指
さ
し
し
た
り
。
そ
の
年
齢
ら
し
い
、
ま
た
お
子
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
「
好
き
」

を
身
体
表
現
で
教
え
て
く
れ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
美
術
館
で
乳
幼
児
の
鑑
賞
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の

ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
・
代
表
理
事
の
冨
田
め
ぐ
み
氏
を
交
え
、
安
心
し
て
小
さ
な
お

子
さ
ん
と
美
術
館
で
作
品
を
楽
し
む
方
法
を
ご
案
内
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
親
子
や
ご
家
族

で
美
術
館
デ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
０
才
か
ら
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
鑑
賞
会

日
時
／
①
十
二
月
七
日
（
土
）
十
四
時
〜　

②
十
二
月
八
日
（
日
）
十
時
〜

講
師
／
冨
田
め
ぐ
み
氏
（
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
会
・
代
表
理
事
）

対
象
／
０
才
か
ら
小
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

定
員
／
各
回
三
十
名

申
込
／ 
美
術
館
普
及
課
ま
で
電
話
で
申
込
・
先
着
順

電
話
：
〇
七
六

－

二
三
一

－

七
五
八
〇

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
〜
15
時　

美
術
館
講
義
室　

無
料

７
日
（
土
）

「
古
九
谷
と
加
賀
蒔
絵
」

担
当
課
長　

村
瀬
博
春

14
日
（
土
）

「
展
示
を
楽
し
む
鑑
賞
法
あ
れ
こ
れ（
実
践
編
）」

担
当
課
長　

深
山
千
尋
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12月2日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

12月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

12月の休館日は

23日（月）～31日（火）

古
九
谷
の
意
匠
は
し
ば
し
ば
大
胆
・
斬
新
、
あ
る

い
は
異
国
趣
味
と
形
容
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
コ
ー
ド
』
の
よ
う
に
何
ら
か
の
意

味
を
読
み
解
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
面
白
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
本
作
は
、
克
明
な
細
線
に
よ
っ
て

構
成
し
た
緑
の
方
形
を
地
文
と
し
、
白
抜
き
の
技
法

を
活
用
し
て
八
羽
の
鶴
と
ス
ペ
ー
ド
文
を
そ
れ
ぞ

れ
四
十
五
度
ず
ら
し
て
十
字
形
に
配
置
し
て
い
ま

す
。
各
々
の
ス
ペ
ー
ド
文
の
中
に
は
九
個
の
ハ
ー
ト

形
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
単
に
西
洋
の
文
物
を

意
匠
に
取
り
入
れ
た
と
い
う
次
元
で
は
な
く
、
厳
密

か
つ
合
理
的
な
意
匠
構
成
に
西
洋
文
化
へ
の
深
い

洞
察
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

鶴
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
長
寿
を
象
徴
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
ス
ペ
ー
ド
の
中
の
ハ
ー
ト
が
な

ぜ
九
個
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
九
は
西
洋

文
化
に
お
い
て
自
分
自
身
を
生
み
出
す
数
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
×
九
＝
十
八
か
ら
一
＋
八
＝
九
、
三
×

九
＝
二
十
七
か
ら
二
＋
七
＝
九
の
よ
う
に
、
一
か
ら

九
を
九
に
掛
け
て
一
の
位
と
十
の
位
を
足
す
と
す

べ
て
九
に
な
る
こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
鶴
の
数
の
八
も
一
週
間
の
七
日
が
終
わ

り
、
八
日
目
か
ら
新
た
な
週
が
始
ま
る
こ
と
や
、
ア

ラ
ビ
ア
数
字
の
８
に
始
め
と
終
わ
り
が
な
い
こ
と

か
ら
、
永
遠
性
を
表
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

裏
面
に
は
、
色
絵
で
復
活
・
再
生
を
象
徴
す
る
蝶
を

意
匠
化
し
た
よ
う
な
華
麗
な
花
唐
草
文
が
切
れ
目

な
く
描
か
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
永
遠
性
を
表
す
も

の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
作
の
意
匠
構
成
に
は
興
味
深
い

関
連
性
が
あ
り
ま
す
。
明
ら
か
に
＋
と
X
を
意
識
し

た
意
匠
の
配
列
か
ら
も
、
本
作
が
提
示
し
て
い
る
生

命
の
永
遠
性
が
表
象
す
る
方
向
が
見
え
て
き
ま
す
。

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第2展示室

令和2年1月4日（土）

～2月11日（火・祝）

会期中無休
新春優品選 新春優品選

次回の展覧会

第3・4展示室 第5展示室 第6展示室 1Ｆ企画展示室

平成回顧

【近現代絵画･彫刻】

新春優品選

【近現代工芸】

墨の美

【近現代書】

いしかわの

おもてなし

石川県指定文化財《色絵鶴かるた文平鉢　古九谷》 いろえつるかるたもんひらばち　こくたに

口径42.9cm×底径18.5cm×高9.5cm　江戸１７世紀

アラカルト ただいま展示中 à la carte　No.42
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